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地
蔵
説
話
の
享
受
と
展
開

　
　
―
『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
十
四
巻
本
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
ま
で
―

霧
林
宏
道

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　
『
日
本
國
現
報
善
悪
霊
異
記
』（
以
下
『
日
本
霊
異
記
』
と
す
る
）
は
、

夙
に
唱
導
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
上
巻
序
に
は
「
聊
か
に
側ほ
の
か

ニ
聞
け
る
こ
と
を
注
し
、
号な
づ

け
て
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
と
曰
ふ
」
と

あ
り
、
中
巻
序
に
も
「
拙
く
し
て
浄
き
紙
を
黷け
が

シ
、
謬
ち
て
口
伝
を
注
せ

り
」
と
あ
る
。
と
も
に
伝
承
さ
れ
た
話
を
書
き
記
し
た
と
読
め
る
。
ま
た
、

『
日
本
霊
異
記
』
に
は
地
名
を
異
に
す
る
類
話
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
類
話
が
成
立
し
た
の
は
、
話
を
伝
播
し
た
人
々
が
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
の
話
と
し
て
語
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
日
本

霊
異
記
』
説
話
の
多
く
が
仏
教
の
教
え
を
説
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

伝
播
は
唱
導
と
関
わ
っ
て
の
事
と
想
像
で
き
る
。
そ
の
中
で
、
具
体
的
な

法
会
を
想
定
し
て
日
本
霊
異
記
の
説
話
を
論
じ
た
の
が
、
中
村
史
氏
で

あ
っ
た（

（
（

。
確
か
に
、
中
世
の
『
言
泉
集
』
や
金
沢
文
庫
本
『
観
音
利
益
集
』

も
し
く
は
称
名
寺
の
説
草
類
な
ど
、説
教
唱
導
と
関
係
が
あ
る
文
献
に
も
、

『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
伝
承
・
伝
播
さ
れ
た

説
話
を
編
者
景
戒
は
そ
の
ま
ま
記
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
霊
異

記
』
説
話
の
叙
述
を
見
る
と
、
共
通
し
た
趣
向
が
見
ら
れ
、
編
者
景
戒
の

創
意
が
多
分
に
加
わ
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
日
本
霊
異
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記
と
中
世
の
説
話
集
や
説
草
、
そ
し
て
近
世
の
地
蔵
説
話
集
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
り
、
日
本
霊
異
記
の
説
話
の
特
徴
を
分
析
し
、
そ
こ
に
編
者
景

戒
の
叙
述
の
対
す
る
意
図
を
考
え
て
み
た
い
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
説
話
は
、

『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
「
閻
羅
王
の
奇
し
き
表
を
示
し
、
人
に
勧
め
て
善

を
修
せ
し
め
し
縁　

第
九
」

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
八
三
話
「
広
貴
炎
魔
王
宮
へ
召
る
る
事
」

公
誉
法
印
草
『
藤
原
廣
足
縁　
懐
妊
妻
死
別
炎
王
宮
訴
夫
事
夫
妻
事
』

『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
絵
詞
』「
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
造
立
縁
起
事
」

十
四
巻
本
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
巻
六　

二
十
「
藤
原
廣
足
事
」

の
五
話
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
説
話
を
類
話
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
先
行
論
文
に
は
、
山

根
賢
吉
氏
、
春
田
宣
氏
、
増
古
和
子
氏
、
松
田
宣
史
氏
の
も
の
が
あ
る
。

山
根
氏
は
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
関
係
を（

（
（

、
春
田
氏

は
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
並
び
に
十
四
巻
本
『
地
蔵
菩

薩
霊
験
記
』（
以
下
『
霊
験
記
』
と
す
る
）
や
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
絵
詞
』

（
以
下
『
霊
験
絵
詞
』
と
す
る
）
と
の
関
係
を（

（
（

、
増
古
氏
は
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
を
中
心
に
『
日
本
霊
異
記
』、『
霊
験
記
』
と
の
関
係
を（

（
（

、
松
田
氏

は
『
日
本
霊
異
記
』
と
公
誉
法
印
草
『
藤
原
廣
足
縁　
懐
妊
妻
死
別
炎
王
宮

訴
夫
事
夫
妻
事
』（
以
下
『
藤
原
廣
足
縁
』
と
す
る
）
と
の
関
係
を（

（
（

論
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
学
の
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
説
話
を
比
較
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
特
徴
を
捉
え
た
い
。

　
　
　

二
、
地
蔵
説
話
の
比
較

　

ま
ず
は
、
説
話
を
次
の
構
成
に
分
け
て
本
文
を
比
較
し
て
み
る
。

　
　

Ⅰ　

広
足
（
広
貴
）
が
死
ん
だ
後
に
蘇
生
す
る
ま
で
の
現
実
の
世

　
　

Ⅱ　

閻
魔
王
宮
に
到
る
ま
で
の
道
程

　
　

Ⅲ　

閻
魔
王
宮
に
お
け
る
妻
の
訴
え
と
和
解

　
　

Ⅳ　

閻
魔
王
と
地
蔵
菩
薩
が
一
体
で
あ
る
こ
と

　
　

Ⅴ　

蘇
生
後
の
広
足
（
広
貴
）

　

な
お
、『
霊
験
絵
詞
』
に
は
、
Ⅳ
に
あ
た
る
叙
述
し
か
見
ら
れ
な
い
た

め
次
の
表
か
ら
は
除
く
。
波
線
を
付
し
た
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自

な
叙
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
独
自
叙
述
を
中
心
に
、
各
説
話
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
た
い
。
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日
本
霊
異
記（

（
（

宇
治
拾
遺
物
語（

（
（

藤
原
廣
足
縁（

（
（

霊
験
記（

（1
（

Ⅰ
藤
原
朝
臣
広
足
は
、
帝
姫
阿

Ⅰ
こ
れ
も
今
は
昔
、
藤
原
広
貴

Ⅰ
藤
原
廣
足
は
阿
倍
天
皇
の
御

Ⅰ
藤
原
廣
足
ハ
安
部
天
皇
ノ

倍
の
天
皇
の
御
代
、
倐
た
ち
ま
ち

に

と
云
物
あ
り
け
り
。

代
の
人
な
り
。
忽
ち
に
病
患
身

臣
也
。
上
達
部
ノ
女
ヲ
相
語

病
身
に
嬰
り
き
。
身
の
病
を
差い
や

に
嬰
る
の
間
、
祈
禱
の
為
、
神

テ
ス
ミ
シ
ガ
、
其
女
二
十
一

さ
む
が
為
に
、
神
護
景
雲
の
二

Ⅱ
死
て
、
閻
魔
の
庁
に
召
さ
れ

護
景
雲
二
年
二
月
十
七
日
、
大

ニ
シ
テ
産
ス
ル
ト
テ
身ミ

マ
カ
リ退

年
の
二
月
十
七
日
に
、
大
和
国

て
、

和
國
兎
田
郡
於
真
木
原
の
山
寺

ヌ
。
廣
足
サ
ナ
キ
ダ
ニ
哀
シ

菟
田
郡
真
木
原
の
山
寺
に
至
り

に
至
る
。
八
斎
戒
を
持
し
、
筆

カ
ル
ベ
キ
ニ
況
ヤ
如
キ
レ
是
ノ

て
住
み
き
。
八
斎
戒
を
持
し
、

Ⅲ
王
の
御
前
と
お
ぼ
し
き
所
に

を
取
り
、
之
を
書
き
、
終
日
動

道
ニ
テ
失ウ

セ
ハ
テ果

ヌ
ル
コ
ト
、
心

筆
を
取
り
て
書
き
習
ひ
、
机
に

参
た
る
に
、
王
の
給
や
う
、「
汝

か
ざ
る
の
間
、
所
従
眷
属
此
を

神
モ
惑
乱
シ
テ
生
タ
ル
心
地

就
き
て
暮
に
迄い
た

り
て
動
か
ず
。

が
子
を
孕
て
、
産
を
し
そ
こ
な

睡
眠
た
る
か
と
思
ふ
程
、
日
没

モ
セ
ザ
レ
バ
、
責セ

メ

テ
身
ヲ
墨

侍
者
の
童
男
、
睡
眠
れ
り
と
思

ひ
た
る
女
、
死
た
り
。
地
獄
に

の
時
に
成
け
る
間
、
之
を
驚
か

ニ
染
ナ
シ
後
生
善
所
ヲ
祈
、

ひ
て
、
驚
か
し
動
か
し
、
白
し

落
て
、
苦
を
う
く
る
に
、
う
れ

す
に
驚
か
ず
。
能
々
之
を
見
る

自
他
共
ニ
同
ク
皈
シ
二
浄
土
ニ

て
言
は
く
、「
日
没
の
時
臻
れ

へ
申
事
の
あ
る
に
よ
り
て
、
汝

に
、
気
を
絶
ち
眼
閉
じ
ぬ
。
所
一
タ
ト
ヒ
此
世
コ
ソ
早
ク
所

る
が
故
に
、
仏
を
礼
す
べ
し
」

を
ば
召
し
た
る
也
。
ま
づ
、
さ

従
等
之
を
見
、
を
め
き
さ
は
く

ヲ
異
ニ
ス
ト
モ
、
未
来
ハ
不

と
い
ふ
。
然
れ
ど
も
猶
し
驚
か

る
事
あ
る
か
」と
問
は
る
れ
ば
、
て
家
に
帰
り
て
之
を
告
ぐ
。
親

生
不
滅
ノ
位
ニ
至
リ
、
諸
ト

ず
。
強
ひ
て
押
振
ら
ひ
動
か
せ

広
貴
、「
さ
る
事
、
候
ひ
き
」

属
境
界
之
を
聞
き
、
面
々
馳
せ

モ
ニ
安
楽
ヲ
コ
ヽ
ロ
ヨ
ク
セ
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ば
、
手
に
取
れ
る
筆
を
堕
し
、

と
申
。
王
の
給
は
く
、「
妻
の

集
ひ
て
悲
し
む
。
或
い
は
恩
愛

ン
ト
切
ニ
思
イ
立
ツ
ト
イ
ヘ

四
支
曲か

が
ま屈

リ
ナ
ガ
ラ
、
樹
ち
な

訴
へ
申
心
は
、「
わ
れ
、
男
に

の
別
れ
を
悲
し
む
。
父
有
り
、

ド
モ
、
皇
帝
御
許
容
ナ
カ
リ

が
ら
仆
れ
て
気
せ
ず
。
訂つ

ら
つ
ら
み瞪

具
し
て
、
と
も
に
罪
を
つ
く
り

母
も
有
り
。
或
い
は
連
枝
の
歎

シ
カ
バ
、
或
時
身
躰
ニ
瘡
ノ

れ
ば
死
せ
り
。
従
者
悚お怖
ぢ
慄お
そ

て
、
し
か
も
、
か
れ
が
子
を
産

き
を
忍
ぶ
。
兄
も
有
り
、
弟
も

憂
ア
ル
由
申
達
シ
テ
、
大
和

り
、
走
り
て
家
に
帰
り
、
親う
か
ら属

そ
こ
な
ひ
て
、
死
し
て
地
獄
に

有
り
。
生
死
限
り
有
る
習
な
れ

槇
原
ノ
別
所
ニ
篭
居
。
天
平

に
告
げ
知
ら
す
。親
属
聞
き
て
、
落
て
、
か
ゝ
る
た
へ
が
た
き　

は
、
各
悲
し
み
を
含
み
歎
き
を

寶
字
二
年
八
月
廿
七
日
ニ
失

喪
殯
の
物
を
備
へ
つ
。
経
る
こ

苦
を
う
け
候
へ
ど
も
、
い
さ
ゝ

懐
く
。
既
に
之
を
葬
送
し
、
三

ニ
シ
妻
ノ
為
ニ
法
華
経
ヲ
書

と
三
日
、
往
き
て
見
れ
ば
、
蘇

か
も
我
後
世
を
も
弔
ひ
候
は
ず
。
日
経
て
、
往
き
て
後
に
之
を
見

写
シ
奉
リ
ケ
ル
ガ
、
或
暮
方

め
甦
き
、
起
き
居
て
待
つ
。

さ
れ
ば
我
一
人
、
苦
を
受
け
候

る
に
、蘇
生
し
て
起
居
し
た
り
。
ニ
人
行
テ
見
ル
ニ
、
机
ニ
ヨ

ふ
べ
き
や
う
な
し
。
広
貴
を
諸

リ
カ
カ
リ
テ
死
タ
リ
ケ
ル
ガ
、

Ⅱ
属
等
問
ふ
に
、
答
へ
て
語
ら

共
に
召
し
て
、
お
な
じ
や
う
に

子
ノ
時
バ
カ
リ
ニ
蘇
生
シ
タ

く
、「
有
る
人
、
鬚
逆
頬
に
生

こ
そ
苦
を
う
け
候
は
め
」
と
申

Ⅱ
浅
猿
し
く
覚
へ
て
事
の
由
を

リ
。

え
、
下
に
緋あ
け

を
著
、
上
に
鉀
を

に
よ
り
て
召
し
た
る
な
り
」
と

問
ふ
に
、
答
へ
て
云
ふ
、「
有

著
、
兵
を
佩
き
桙
を
持
つ
。『
広

の
給
へ
ば
、
広
貴
が
申
や
う
、

る
人
、
髪
逆
に
生
ひ
、
首
の
下

足
』
と
喚
び
て
言
は
く
、『
闕
、
「
此
う
た
へ
申
事
、
尤
こ
と
は

に
緋
を
懸
け
、
身
に
を
も
の
を

Ⅱ
人
々
ニ
向
テ
カ
タ
リ
ケ
ル

急
に
汝
を
召
す
』
と
い
ひ
て
、

り
に
候
。
大
や
け
わ
た
く
し
、

著
て
、
鉾
を
持
ち
、
廣
足
を
呼

ハ
、「
山
路
遙
行
ケ
ル
ニ
、
二
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ヲ
以
て
背
に
棠
キ
立
て
、
前

世
を
い
と
な
み
候
あ
ひ
だ
、
思

て
云
ふ
、『
闕
忽
ち
汝
を
召
す
』
人
ノ
官
人
来
リ
テ
、
我
ヲ
ツ

に
逼
め
将
る
。
先
見
一
人
、
後

な
が
ら
、
後
世
を
ば
弔
ひ
候
は

と
云
ふ
。
設
へ
は
炎
魔
廰
よ
り

レ
ユ
キ
シ
ガ
、
ツ
イ
ニ
大
河

見
二
、使
の
中
に
我
を
立
て
て
、
で
、月
日
は
か
な
く
過
候
ふ
也
。
召
し
の
候
ひ
け
る
こ
そ
心
な
し
。
ヲ
打
渡
リ
テ
閻
魔
ノ
廳
ト
ヲ

追
ひ
忩
ぎ
て
走
り
往
く
。
往
く

た
ゞ
し
、
今
に
を
き
候
て
は
、

然
う
し
て
炎
魔
廰
に
至
る
。

ボ
シ
キ
所
ニ
行
ク
。

前
の
道
、
中
断
え
て
深
き
河
有

と
も
に
召
さ
れ
て
、
苦
を
う
け

り
き
。
水
の
色
黒
黛
く
し
て
流

候
と
も
、
か
れ
が
た
め
に
苦
の

Ⅲ
其
の
時
に
大
王
荒
聲
を
出
し

Ⅲ
大
王
ノ
玉
ハ
ク
、『
汝
ガ
ウ

れ
ず
。
沖
く
寂
び
た
り
。
楉
を

た
す
か
る
べ
き
に
候
は
ず
。
さ

て
、『
汝
か
後
に
立
て
る
人
を

シ
ロ
ノ
人
ヲ
知
リ
タ
ル
ヤ
』

以
て
中
に
置
く
に
、
彼
方
此
方

れ
ば
、
こ
の
た
び
は
い
と
ま
を

之
知
る
や
否
や
』
知
ざ
る
由
之

廣
足
ガ
イ
ハ
ク
『
昔
我
妻
ニ

の
、
二
つ
の
端
及
ば
ず
。
前
に

給
は
り
て
、
娑
婆
に
罷
帰
て
、

申
す
。
答
へ
畢
り
て
、
あ
や
し

テ
侍
ル
』
ト
云
フ
。
王
ノ
曰

立
て
る
人
の
言
は
く
、『
汝
、
此

妻
の
た
め
に
、
よ
ろ
づ
を
す
て

さ
に
能
々
之
を
見
る
に
、
廣
足

ク
、『
彼
ノ
女
ノ
訟
ア
リ
。
汝

の
河
に
没
り
、
能
く
我
が
蹤
ヲ

て
、
仏
経
を
書
供
養
し
て
、
弔

の
妻
の
、
懐
妊
し
て
子
を
産
み

ガ
子
ヲ
妊ハ
ラ

ミ
臨
産
ノ
ト
キ
、

践
め
』
と
い
ひ
て
、
躅
ヲ
踏
み

ひ
候
は
ん
」
と
申
せ
ば
、
王
、

得
ず
し
て
死
せ
し
妻
な
り
。
仍

邪
気
ノ
為
ニ
命
ヲ
失
フ
事
我

て
度
ら
し
む
。前
の
道
の
頭
に
、
「
し
ば
し
候
へ
」
と
の
給
て
、

て
、
廣
足
申
し
て
云
ふ
、『
是

一
人
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
子
モ

重
れ
る
楼
閣
有
り
。
炫
り
耀
き

か
れ
が
妻
を
召
し
出
て
、
汝
が

の
立
て
る
女
人
は
、
廣
足
の
妻

亦
タ
然
ナ
リ
。
此
ノ
罪
ノ
苦

て
晃
を
放
つ
。
四
方
に

を
懸

夫
、
広
貴
が
申
や
う
を
問
給
へ

な
り
』。
其
の
時
、
大
王
仰
せ

シ
ミ
六
年
ノ
間
受
ク
ベ
シ
。

け
、
其
の
中
に
人
居
り
。
面
貌

ば
、「
実げ
に

〻
、
経
仏
を
だ
に
書

ら
れ
て
云
ふ
、『
汝
を
は
此
女

此
ノ
子
ハ
我
一
人
ノ
子
ニ
非
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を
覲
ず
。

供
養
せ
ん
と
申
候
は
ば
、
と
く

の
患
へ
申
す
に
よ
り
て
、
召
し

ズ
。
廣
足
ニ
モ
三
年
ノ
苦
ヲ

ゆ
る
し
給
へ
」と
申
時
に
、又
、
取
る
な
り
。
此
の
女
苦
を
六
年

ア
タ
ヘ
ン
ト
云
ハ
イ
カ
ニ
』

Ⅲ
一
の
使
走
り
入
り
て
、
白
し

広
貴
を
召
し
出
て
、
申
ま
ゝ
の

受
く
べ
き
な
り
。
然
る
に
三
年

ト
。
廣
足
曰
サ
ク
、『
如
ク
レ

て
言
は
く
、『
召
し
て
将
来
れ

事
を
仰
聞
か
せ
て
、「
さ
ら
ば
、
は
受
け
卆
り
、
残
り
三
年
之
有

是
ノ
ナ
レ
バ
コ
ソ
種
々
ノ
善

り
』
と
ま
う
す
。
告
り
た
ま
は

こ
の
た
び
は
ま
か
り
帰
れ
。
た

り
、今
汝
の
子
を
懐
み
て
死
す
。
根
ヲ
ナ
シ
、
追
善
ヲ
イ
ト
ナ

く
、『
召
し
入
れ
よ
』
と
の
た

し
か
に
、
妻
の
た
め
に
、
仏
経

故
に
、
今
、
残
り
の
苦
を
は
汝

ム
。
全
ク
苦
ヲ
ウ
ク
ベ
キ
事

ま
ふ
。
詔
を
奉
り
て
召
し
入
る

を
書
供
養
し
て
、弔
ふ
べ
き
也
」
と
、
倶
に
受
く
へ
し
と
申
す
。

ニ
ア
ラ
ズ
』ト
。女
ノ
曰
ク
、

れ
ば
、
簾
を
聳
け
て
問
ひ
告
り

と
て
、
か
へ
し
つ
か
は
す
。

此
の
女
人
の
訴
へ
申
す
所
、
其
『
サ
レ
バ
其
ノ
功
徳
ニ
ヨ
リ

た
ま
は
く
、『
汝
が
後
に
立
て

の
理
必
然
な
る
間
、
召
し
取
る

テ
、苦
ミ
ス
コ
シ
カ
ロ
シ
』ト
。

る
人
を
知
る
や
不い
な

や
』
と
の
た

Ⅳ
広
貴
、
か
ゝ
れ
ど
も
、
是
は

な
り
』
と
云
云
。
其
の
時
、
廣

ま
ふ
。
睠
か
へ
り
み

れ
ば
広
足
が
妻

い
づ
く
、
誰
が
の
給
ぞ
と
も
知

足
申
す
様
、『
傳
へ
聞
く
、
夫

の
、
懐は

ら妊
み
て
児
を
産
む
こ
と

ら
ず
。
ゆ
る
さ
れ
て
、
庭
を
立

婦
蘭
菊
の
契
は
、
五
万
生
死
の

Ⅳ
大
王
言
玉
ク
、『
汝
重
テ
訟

得
ず
し
て
死
に
し
な
り
。
乃
ち

て
帰
る
道
に
て
思
ふ
や
う
、「
此

恩
愛
な
れ
は
、
生
を
他
生
に
受

ヲ
ナ
ス
バ
カ
ラ
ズ
。
汝
過
去

答
へ
て
曰
さ
く
、『
是
れ
実
に

の
玉
の
簾
の
う
ち
に
居
さ
せ
給

く
と
も
、争
で
か
思
ひ
忘
れ
ん
、
ニ
テ
人
ノ
妻
タ
リ
シ
ガ
、
夫

我
が
妻
な
り
』
と
ま
う
す
。
復

て
、か
や
う
に
物
の
沙
汰
し
て
、
然
る
に
我
が
子
を
懐
み
て
、
命

他
ノ
妻
ヲ
思
イ
テ
ア
リ
シ
ニ
、

告
り
た
ま
は
く
、『
此
の
女
の

我
を
帰
さ
る
ゝ
人
は
誰
に
か
お

を
亡
す
、
歎
き
申
す
所
、
肝
に

其
ノ
妻
懐
胎
セ
リ
。
夫
コ
レ
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患
ふ
る
事
に
依
り
て
の
故
に
、

は
し
ま
す
ら
ん
」
と
、
い
み
じ

染
め
て
悲
し
。
早
や
申
す
に
随

ヲ
イ
ト
ヲ
シ
ム
。
汝
ハ
コ
レ

汝
を
召
さ
く
の
み
。
斯
の
女
の

く
お
ぼ
つ
か
な
く
お
ぼ
え
け
れ

ひ
、
今
三
年
の
罪
苦
を
、
我
諸

ヲ
ネ
タ
ム
心
ア
リ
テ
、
イ
ツ

受
く
べ
き
苦
は
、六
年
の
中
に
、
ば
、
又
、
参
り
て
、
庭
に
居
た

共
に
受
く
べ
き
と
雖
ど
も
、
之

ハ
リ
シ
タ
シ
ミ
テ
毒
ヲ
與
ヘ

三
年
受
け
、
未
だ
受
け
ぬ
は
三

れ
ば
、
簾
の
内
よ
り
、「
あ
の

に
依
り
て
、
輪
廻
の
木
縄
を
絶

テ
、
倶
ニ
ホ
ロ
ボ
シ
ケ
ル
。

年
な
り
。
今
愁
へ
て
白
さ
く
、

広
貴
は
返
し
つ
か
は
し
た
る
に

つ
べ
か
ら
ず
。
須
ら
く
暇
を
賜

ソ
ノ
罪
ニ
ヨ
リ
テ
、
地
獄
ニ

汝
が
児
を
孕
み
て
、
之
に
嬰
り

は
あ
ら
ず
や
。
い
か
に
し
て
、

ひ
て
、
娑
婆
に
帰
り
、
此
の
女

入
ル
コ
ト
五
劫
。
タ
マ
〳
〵

て
死
ぬ
。故
、今
残
れ
る
苦
を
、
又
参
り
た
る
ぞ
」
と
問
は
る
れ

の
為
に
、
一
乗
法
花
の
妙
文
を

人
中
ニ
生
ヲ
受
ケ
ヌ
レ
バ
、

汝
と
倶
に
受
け
む
と
ま
う
す
』

ば
、
広
貴
、
申
や
う
、「
は
か

書
写
供
養
し
て
、
此
の
功
徳
を

女
人
ト
ナ
リ
テ
難
産
ノ
タ
メ

と
の
た
ま
ふ
。
広
足
白
し
て
言

ら
ざ
る
に
御
恩
を
か
う
ぶ
り
て
、
か
さ
ね
て
、
彼
に
廻
向
せ
ば
、

ニ
死
ヲ
イ
タ
ス
事
七
十
六
度

は
く
、『
我
、
此
の
女
の
為
に
、

帰
が
た
き
本
国
へ
帰
り
候
事
を
、
受
く
る
所
の
苦
を
救
ひ
候
は

ナ
リ
。
世
々
ニ
廣
足
ヲ
妻
ト

法
華
経
を
写
し
、
講
読
し
供
養

い
か
に
お
は
し
ま
す
人
の
仰
と

む
』。
此
の
時
、
妻
の
申
し
て

ス
ル
。
此
苦
ヲ
受
ク
ト
イ
ヘ

し
、受
く
る
所
の
苦
を
救
は
む
』
も
え
知
り
候
は
で
、
ま
か
り
帰

云
ふ
、「
悦
し
き
か
な
。
汝
娑

ド
モ
、
今
地
蔵
ノ
御
前
ニ
テ

と
ま
う
す
。妻
白
し
て
言
は
く
、
候
は
ん
事
の
、
き
は
め
て
い
ぶ

婆
に
還
り
て
、
供
養
を
修
め
、

追
善
施
福
ヲ
ナ
ス
。
コ
レ
ニ

『
実
に
白
す
が
如
く
に
あ
ら
ば
、
せ
く
、
口
惜
候
へ
ば
、
恐
な
が

我
が
罪
苦
を
助
け
よ
』と
云
々
。
ヨ
リ
テ
、
ツ
イ
ニ
苦
果
ヲ
得

儵た
ち
ま
ち忽
に
免
し
て
還
す
べ
し
』
と

ら
、
こ
れ
を
う
け
給
は
り
に
、

仍
て
、
廣
足
免
し
を
蒙
り
、
炎

脱
ス
ベ
シ
。
此
ツ
イ
デ
ニ
能

ま
う
す
。
便
ち
女
の
白
す
に
随

又
参
り
て
候
な
り
」と
申
せ
ば
、
魔
廰
を
罷
り
出
つ
。

々
弔
ハ
バ
、
必
ズ
天
上
ニ
生
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ひ
て
、告
り
た
ま
ひ
て
曰
は
く
、
「
汝
、
不
覚
な
り
。
閻え

ん
ぶ
だ
い

浮
提
に

ヲ
ウ
ケ
ン
。
此
ノ
事
ヲ
知
シ

『
速
に
還
り
疾
く
修
せ
よ
』
と

し
て
は
、
我
を
地
蔵
菩
薩
と
称

Ⅳ
其
の
時
、廣
足
自
ら
念
は
く
、
メ
ン
ガ
タ
メ
ニ
汝
ヲ
カ
リ
ニ

の
た
ま
ふ
。

す
」
と
の
給
を
聞
き
て
、「
さ

何
な
る
人
の
何
な
る
所
ヘ
召
さ

召
寄
タ
リ
ト
ゾ
。
汝
娑
婆
ニ

は
、
炎
魔
王
と
申
は
地
蔵
に
こ

れ
た
り
け
る
か
思
ひ
て
、
立
ち

皈
リ
テ
、
信
誠
ニ
地
蔵
ヲ
念

そ
お
は
し
ま
し
け
れ
。
此
菩
薩

帰
り
て
、『
抑
も
御
名
を
は
誰

ジ
タ
テ
マ
ツ
リ
、
次
ニ
法
華

Ⅳ
広
足
詔
を
受
け
て
、
闕
の
門

に
仕
ら
ば
地
獄
の
苦
を
ば
ま
ぬ

と
申
す
か
』
と
問
ひ
奉
り
け
れ

般
若
ヲ
書
写
シ
申
セ
ヨ
』
ト

に
罷
り
至
り
、
即
ち
我
を
召
せ

か
る
べ
き
に
こ
そ
あ
ん
め
れ
」

は
、『
我
は
是
れ
炎
魔
な
り
。

御
手
ヲ
ノ
ベ
廣
足
ガ
頂
ヲ
摩

る
人
を
知
ら
む
と
念お

欲も

ひ
て
、

汝
の
國
に
は
地
蔵
菩
薩
と
稱
す

サ
セ
給
フ
。
其
ノ
御
手
ノ
指

我
、
更
に
還
り
て
白
さ
く
、『
御

る
は
是
な
り
』。
即
ち
、
右
の

ノ
大
キ
ナ
ル
事
十
カ
イ
バ
カ

名
を
知
ら
む
と
欲
ふ
』
と
ま
う

Ⅴ
と
思
ふ
程
に
、
三
日
と
い
ふ

御
手
を
下
し
、我
が
頂
を
摩
づ
。
リ
モ
ア
ル
ベ
キ
カ
ト
ヲ
ボ
ユ

す
。
爰
に
告
り
た
ま
は
く
、『
我

に
生
帰
て
、
そ
の
の
ち
、
妻
の

仰
ぎ
帰
る
に
、
災
に
遇
は
ず
。

ル
ガ
、
其
ノ
侭
、
夢
ノ
覚
タ

を
知
ら
む
と
欲お
も

は
ば
、
我
は
閻

た
め
に
仏
経
書
供
養
し
て
け
り

而
し
て
忽
ち
帰
る
」
と
語
る
と

ル
如
ク
ニ
ナ
リ
ヌ
。」

羅
王
、
汝
が
国
に
地
蔵
菩
薩
と

と
ぞ
。

云
々
。

称ま
う

す
、
是
れ
な
り
』
と
の
た
ま
　

日
本
法
花
験
記
に
見
え
た
る

Ⅴ
サ
ル
カ
ラ
御
約
束
申
ス
ゴ

ふ
。
即
ち
右
の
み
手
を
下
し
、

と
な
ん
。

Ⅴ
仍
て
、
彼
の
死
に
た
る
妻
の

ト
ク
ニ
地
蔵
菩
薩
ノ
修
行
、

我
が
頂
を
摩
で
て
告
り
た
ま
は

 

為
、
冥
途
の
約
束
の
ご
と
く
法

法
華
般
若
ノ
書
写
モ
ス
コ
シ
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く
、『
我
、
印
点
す
る
が
故
に
、

花
経
を
書
写
し
て
、
彼
の
苦
を

モ
ヲ
コ
タ
ラ
ズ
、
ツ
ト
メ
奉

災
に
逢
は
じ
。
速す
み
や
か忽

に
還
り

救
ふ
。
定
め
て
成
仏
得
道
疑
ひ

ル
。
此
事
日ヤ

マ
ト本

記ブ
ミ

ニ
モ
見
ヘ

往
け
』
と
の
た
ま
ふ
。
彼
の
手

無
き
こ
そ
候
ひ
け
め
。

侍
ル
ナ
リ
。
人
口
ニ
ア
ル
コ

の
指
の
大
き
さ
、
抱
き
十と
う
だ
き抱

余

ト
ナ
レ
バ
、
子
細
ヲ
述
ル
ニ

の
如
し
」
と
い
ふ
。

ヲ
ヨ
バ
ズ
。

Ⅴ
広
足
朝
臣
、
之
く
の
如
く
語

り
伝
へ
つ
。
彼
の
死
せ
る
妻
の

為
に
、
法
花
経
を
写
し
奉
り
、

講
読
し
供
養
し
、
福
聚
を
追
贈

し
、
彼
の
苦
を
贖あ
か

ひ
祓
へ
き
。

斯
れ
奇く

す異
し
き
事
な
り
。 

　
　
　

三
、『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
考
察

　

ま
ず
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
第
一
に
注

目
さ
れ
る
の
は
、
人
物
の
姿
態
に
関
わ
る
叙
述
で
あ
る
。
構
成
Ⅰ
の
波
線

部
は
、
従
者
の
童
が
夕
方
に
な
っ
て
も
筆
を
手
に
し
た
ま
ま
身
動
き
し
な

い
広
足
に
声
を
掛
け
た
場
面
で
あ
る
。
声
を
掛
け
て
も
目
覚
め
な
い
。
強

く
ゆ
す
っ
て
広
足
を
眠
り
か
ら
覚
ま
そ
う
と
す
る
と
、
手
に
し
て
い
た
筆

は
落
ち
、
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
倒
れ
息
を
し
な
い
。
そ
の
場
の
広
足
の
姿

態
が
彷
彿
と
す
る
叙
述
で
あ
る
。
他
の
説
話
に
は
こ
れ
ほ
ど
詳
細
な
叙
述
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や
『
藤
原
廣
足
縁
』
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。『
霊
験
記
』
で
は
、「
山
路

遙
行
ケ
ル
ニ
、
二
人
ノ
官
人
来
リ
テ
、
我
ヲ
ツ
レ
ユ
キ
シ
ガ
、
ツ
イ
ニ
大

河
ヲ
打
渡
リ
テ
閻
魔
ノ
廳
ト
ヲ
ボ
シ
キ
所
ニ
行
ク
」
と
簡
略
に
叙
述
さ
れ

て
い
る
。ま
た
、『
日
本
霊
異
記
』に
先
行
す
る
中
国
の
説
話
集
で
あ
る『
冥

報
記
』
や
『
般
若
験
記
』（『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』）
に
お
い
て
も
、
現

存
す
る
文
献
で
は
情
景
に
関
す
る
叙
述
は
詳
し
く
な
い（

（1
（

。『
冥
報
記
』
で

は
「
初
被
収
詣
官
曹
内
（
初
め
収
へ
ら
れ
て
官
曹
の
内
に
詣
る
）」
な
ど

の
表
現
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
話
で
は
情
景
が
詳
し
く
叙

述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
傾
向
は
本
話
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。
本
話
以
外
に
四
話
（
上
30
・
中
16
・
下
22
・
下
23
）、
冥
界
ま

で
向
か
う
情
景
が
詳
し
く
叙
述
さ
れ
て
い
る
説
話
が
あ
る
。
同
じ
情
景
描

写
の
も
の
は
な
い
が
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
い
て
冥
界
ま
で
の
詳
し
い

情
景
描
写
は
特
異
な
こ
と
で
は
な
い
。
丸
山
顕
徳
氏
は
「
こ
の
よ
う
に
冥

界
説
話
を
日
本
化
し
て
い
く
際
に
、
唱
導
者
達
は
、
か
な
り
苦
労
し
て
説

話
を
日
本
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
冥
界
説
話
の
形
成
過
程
に
あ
っ

て
、
長
く
日
本
の
民
間
伝
承
と
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
を
、
す
く
い
上
げ
た

形
で
出
来
た
も
の
で
は
な
く
、
中
国
説
話
や
仏
教
説
話
で
理
解
し
た
も
の

を
、
日
本
の
実
情
に
あ
わ
せ
民
間
信
仰
を
く
み
上
げ
て
つ
く
る
と
い
う
形

の
、
言
う
な
れ
ば
、
上
か
ら
下
へ
の
形
の
制
作
過
程
が
あ
っ
た
た
め
、
理

念
優
先
の
冥
界
説
話
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。」
と
指

は
み
ら
れ
な
い
。

　

小
林
保
治
氏
は『
日
本
霊
異
記
』の
本
説
話
を
取
り
上
げ
て
、「
話
の〈
事

実
性
〉
の
強
調
」
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
詳
細
な

姿
態
動
作
に
つ
い
て
の
叙
述
は
、『
日
本
霊
異
記
』
の
他
の
説
話
に
も
み

え
る
特
徴
で
あ
る
。
以
前
、『
日
本
霊
異
記
』
と
『
扶
桑
略
記
』
の
説
話

を
比
較
し
論
じ
た
拙
論
で
も
、「『
日
本
霊
異
記
』
で
は
細
部
に
わ
た
る
描

写
や
豊
富
な
語
彙
に
よ
る
叙
述
が
目
に
付
く（

（1
（

」と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

今
回
紙
幅
の
関
係
で
具
体
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
日
本
霊

異
記
』
に
そ
の
名
が
見
え
る
『
冥
報
記
』
と
の
類
話
比
較
に
お
い
て
も
、

『
日
本
霊
異
記
』
の
姿
態
に
関
す
る
叙
述
の
方
が
詳
細
で
あ
る
こ
と
が
い

え
る
。

　

構
成
Ⅱ
の
波
線
部
で
は
、閻
魔
王
宮
か
ら
の
使
者
が
広
足
を
責
め
立
て
、

冥
界
に
向
か
う
ま
で
の
情
景
が
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

　
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
冥
界
を
訪
問
す
る
と
い
う
説
話
（
連
れ
て
行
か

れ
そ
う
に
な
っ
た
説
話
を
含
む
）
は
、
本
話
も
含
め
て
十
三
話
あ
る
。『
日

本
霊
異
記
』
全
体
の
一
割
を
超
す
説
話
数
で
あ
る
。
編
者
景
戒
の
関
心
が

高
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
の
中
で
九
話
（
上
30
・
中
５
・

中
７
・
中
16
・
中
24
・
中
25
・
下
22
・
下
23
）
に
、
冥
界
か
ら
の
使
者
が

登
場
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
ど
れ
と
し
て
同
じ
叙
述
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
冥
界
に
向
か
う
情
景
に
関
す
る
叙
述
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
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摘
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
説
話
の
伝
承
に
は
唱
導
集
団
も
存
在
し
た
で
あ

ろ
う
が
、
姿
態
や
情
景
に
対
し
て
詳
細
な
叙
述
を
持
つ
説
話
が
『
日
本
霊

異
記
』
に
は
複
数
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
叙
述
が
他
の
文
献
に
は
見
え
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
姿
態
や
情
景
の
叙
述
は
そ
れ
ぞ
れ
の

唱
導
者
に
よ
る
も
の
よ
り
、
む
し
ろ
、『
日
本
霊
異
記
』
編
者
景
戒
に
よ

る
も
の
と
捉
え
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
姿
態
表
現
や
情
景
描
写
は
、
非
常
に
具
体
性
に
富
ん
で
い

る
。
そ
れ
は
、
固
有
の
人
物
名
や
年
月
日
、
そ
し
て
具
体
的
な
場
所
を
叙

述
す
る
傾
向
と
関
連
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に
登
場

す
る
藤
原
氏
の
人
物
に
、
正
一
位
藤
原
朝
臣
永
手
・
従
四
位
上
家
依
（
下

36
）
や
、
大
納
言
藤
原
朝
臣
仲
麿
・
式
部
卿
正
三
位
藤
原
朝
臣
種
継
（
下

38
）
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
す
べ
て
実
在
が
確
認
に
で
き
る
人
物
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
話
の
藤
原
朝
臣
広
足
に
つ
い
て
は
、『
尊
卑
分
脈
』

に
お
い
て
も
そ
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
世
代
的
に
は
藤
原
不
比
等
の

孫
の
世
代
と
な
る
が
、
実
在
は
定
か
で
は
な
い
。
架
空
の
名
が
付
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
本
説
話
に
見
え
る
「
神
護
景
雲
の
二
年
の
二
月

十
七
日
」
と
い
う
年
月
日
も
、
具
体
的
な
叙
述
で
は
あ
る
が
、
本
話
と
の

関
連
を
裏
付
け
る
他
の
資
料
は
な
い
。「
大
和
国
菟う
だ
の
こ
ほ
り

田
郡
真
木
原
の
山
寺
」

に
つ
い
て
も
、
現
在
の
奈
良
県
宇
陀
郡
内
に
は
奈
良
時
代
前
期
の
瓦
が
出

土
す
る
寺
院
跡
が
あ
る（

（1
（

の
で
、
実
在
し
た
寺
院
で
あ
っ
た
ろ
う
と
は
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
地
と
藤
原
氏
、
あ
る
い
は
冥
界
や
地
蔵
信
仰
と
の
関
係

も
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
人
物
名
や
年
月
や
地
名
に
関
す

る
叙
述
に
つ
い
て
、
書
承
性
に
よ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る（

（1
（

が
、
森
正
人
氏

は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
叙
述
に
よ
っ
て
出
来
事
の
事
実
性
を
示
そ
う

と
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
姿
態
や
情
景
に
関
す
る
詳
し
い
叙
述

や
人
物
、
時
、
場
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
叙
述
は
、
編
者
景
戒
の
目
指
し

た
具
体
性
、
も
し
く
は
リ
ア
リ
ズ
ム
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
地
蔵
菩
薩
信
仰
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。『
今
昔
物
語
集
』

巻
十
六
に
は
三
十
九
話
の
観
音
説
話
が
あ
り
、
巻
十
七
に
は
三
十
二
話
の

地
蔵
説
話
が
あ
る
。
弥
勒
菩
薩
や
普
賢
菩
薩
、
吉
祥
天
女
に
関
わ
る
説
話

が
二
か
ら
三
話
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
観
音

菩
薩
と
並
ん
で
地
蔵
菩
薩
に
関
心
が
強
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
と
こ
ろ

が
、『
日
本
霊
異
記
』
中
の
観
音
菩
薩
の
説
話
が
十
五
話
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
地
蔵
菩
薩
が
登
場
す
る
の
は
、
本
説
話
の
み
で
あ
る
。
地
蔵
菩
薩

に
対
す
る
関
心
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
本
話
の
標
題
「
閻
羅
王

の
奇
し
き
表
を
示
し
、
人
に
勧
め
て
善
を
修
せ
し
め
し
縁
」
に
あ
る
「
善

を
修
」
す
る
内
容
は
、
法
華
経
を
書
写
、
講
読
供
養
し
て
福
聚
を
追
贈
す

る
こ
と
で
、
地
蔵
菩
薩
を
信
仰
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
本

話
に
「
我
を
知
ら
む
と
欲
は
ば
、
我
は
閻
羅
王
、
汝
が
国
に
地
蔵
菩
薩
と
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称
す
、
是
れ
な
り
」
と
あ
る
の
は
、『
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
』
の
思
想

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
速
水
侑
氏
は
、「
地
蔵
の
最
大
の
特
色
で
あ
る

六
道
地
獄
抜
苦
の
功
徳
を
う
け
い
れ
る
べ
き
思
想
的
土
壌
が
、
奈
良
か
ら

平
安
初
期
に
は
、
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
換
言
す
れ
ば
、

現
実
の
社
会
を
末
代
濁
世
と
み
る
、
浄
土
教
的
現
世
否
定
的
思
惟
が
、
当

時
の
貴
族
た
ち
の
あ
い
だ
に
、
ほ
と
ん
ど
芽
生
え
て
い
な
か
っ
た（

（1
（

」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る

　

本
説
話
は
、
地
蔵
信
仰
が
日
本
に
定
着
す
る
初
期
の
も
の
と
と
ら
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
地
蔵
菩
薩
自
身
に
よ
る
救
済
の
色
合
い
は
弱
い
。

　

本
話
に
お
け
る
叙
述
を
み
る
と
、『
日
本
霊
異
記
』
特
徴
で
も
あ
る
登

場
人
物
名
、
場
所
、
年
月
日
が
詳
し
く
示
さ
れ
、
登
場
人
物
の
姿
態
や
情

景
の
詳
細
な
描
写
が
み
ら
れ
る
。
実
録
的
と
い
う
特
徴
が
顕
著
に
表
れ
た

説
話
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
中
巻
序
に
「
字
を
連
ね
居す

ゑ
て
も
華う
る
は

シ
ク

も
あ
ら
ず
」
や
「
文
を
編
み
造
り
て
は
句
を
乱
る
」
と
自
己
を
評
し
な
が

ら
も
、
よ
り
リ
ア
ル
に
読
む
者
に
伝
え
た
い
と
い
う
景
戒
の
意
志
が
伺
え

る
説
話
と
も
言
え
る
。

　
　
　

四
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
説
話
の
考
察

　
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
の
説
話
の
関
連
性
を
指
摘

し
た
先
行
論
文
に
、
山
根
賢
吉
氏
、
春
田
宣
氏
、
増
古
和
子
氏
の
も
の
が

あ
る
。
山
根
氏
は
「
と
も
あ
れ
宇
治
拾
遺
は
霊
異
記
を
源
泉
と
し
て
い
る

が
、
直
接
霊
異
記
に
よ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う（

（1
（

」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
春
田
氏
は
「『
宇
治
拾
遺
』、『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』、『
地
蔵

菩
薩
霊
験
絵
詞
』
に
載
る
藤
原
広
足
（
広
貴
）
の
説
話
は
、『
霊
異
記
』

の
そ
れ
と
く
ら
べ
い
ず
れ
も
説
話
内
容
に
増
減
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
説
話

の
骨
子
、特
に
閻
魔
王
＝
地
蔵
菩
薩
と
い
う
筋
立
て
は
変
化
し
て
い
な
い
。

『
霊
異
記
』
に
お
い
て
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
根
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る（

（2
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
増
古
氏
は
「『
霊
異
記
』『
宇
治
拾

遺
』『
霊
験
記
』
の
こ
の
三
話
は
内
容
の
中
心
部
分
は
同
源
と
認
め
ら
れ

る
が
、
表
現
の
仕
方
に
も
ま
た
種
々
の
附
属
的
要
素
に
も
違
い
が
多
く
、

直
接
の
引
用
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い（

（2
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
先

学
の
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
叙
述
を
通
し
て
そ

の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
注
目
さ
れ
る
の
が
本
話
の
冒
頭
で
あ
る
。

　
　

�　

こ
れ
も
今
は
昔
、
藤
原
広ひ
ろ

貴た
か

と
云
物
あ
り
け
り
。
死し
に

て
、
閻
魔
の

庁
に
召
さ
れ
て
、
王
の
御
前
と
お
ぼ
し
き
所
に
参
た
る
に
、

　
『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
冒
頭
に
み
え
た
年
月
・
場
所
・
広
貴
自
身
に
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つ
い
て
叙
述
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
話
享
受
の
傾
向
は
、

『
今
昔
物
語
集
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
比
較
し
た
場
合
に
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
小
峯
和
明
氏
は
「『
今
昔
物
語
集
』
で
は
固
有

名
詞
は
も
は
や
記
号
の
次
元
を
越
え
た
節
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
物
語
の

世
界
を
限
定
し
、
想
像
の
余
地
を
残
さ
な
い
、
き
わ
め
て
硬
質
な
枠
づ
け

が
な
さ
れ
た
、
と
い
え
る
。
他
方
、『
宇
治
拾
遺
』
は
ほ
と
ん
ど
そ
う
し

た
傾
向
が
な
く
、
む
し
ろ
人
名
は
た
ん
な
る
符
牒
に
す
ぎ
ず
、
物
語
の
世

界
に
読
者
が
入
り
や
す
い（

（2
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
日
本
霊
異
記
』
で
は
「
藤
原
廣
足
（
ふ
じ
わ
ら
の
ひ
ろ
た
り
）」

と
あ
る
の
が
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
「
藤
原
広
貴
（
ふ
じ
わ
ら
の
ひ

ろ
た
か
）」
と
、
名
前
の
末
尾
が
「
り
」
か
ら
「
か
」
に
変
化
し
て
い
る

の
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
口
語
り
」
を
書
写

し
た
こ
と
に
よ
る
痕
跡
と
も
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
筆
を
費
や
し
た
の
が
、
構
成
Ⅲ

の
波
線
部
、
閻
魔
庁
に
お
け
る
王
の
口
を
通
し
て
語
ら
れ
る
広
貴
の
妻
の

論
理
と
広
貴
の
論
理
が
叙
述
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
の

説
話
で
は
、
妻
の
訴
え
は
「
汝
が
児
を
孕は
ら

み
て
、
之
に
嬰か
か

り
て
死
ぬ
。

故か
れ

、
今
残
れ
る
苦
を
、
汝
と
倶
に
受
け
む
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、『
宇
治

拾
遺
物
語
』
で
は
、「
わ
れ
、
男
に
具
し
て
、
と
も
に
罪
を
つ
く
り
」
に

加
え
て
、「
子
を
産う
み

そ
こ
な
ひ
て
、
死
し
て
地
獄
に
落
て
、
か
ゝ
る
た
へ

が
た
き
苦
を
う
け
」
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
い
さ
ゝ
か
も
我
後
世
を

も
弔
ひ
候
は
ず
」
の
状
態
で
あ
る
か
ら
、「
我
一
人
、
苦
を
受
け
候
ふ
べ

き
や
う
な
し
。
広
貴
を
諸
共
に
召
し
て
、
お
な
じ
や
う
に
こ
そ
苦
を
う
け

候
は
め
」
と
い
う
結
論
に
到
る
。
妻
は
理
路
整
然
と
広
貴
を
冥
界
に
呼
び

寄
せ
た
理
由
を
述
べ
る
。
論
理
的
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
す
る
広
貴
の
答
弁
も
、『
日
本
霊
異
記
』
で
は
「
我
此
の
女

の
為
に
、
法
華
経
を
写
し
、
講
読
し
供
養
し
、
受
く
る
所
の
苦
を
救
は
む
」

と
結
論
の
み
あ
る
と
こ
ろ
を
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』で
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
此
う
た
へ
申
事
、
尤
こ
と
は
り
に
候
」
と
妻
の
訴
え
を
認
め
な
が
ら
、

「
た
ゞ
し
、
今
に
を
き
候
て
は
、
と
も
に
召
さ
れ
て
、
苦
を
う
け
候
と
も
、

か
れ
が
た
め
に
苦
の
た
す
か
る
べ
き
に
候
は
ず
」
と
訴
え
ら
れ
た
こ
と
を

許
容
し
た
と
し
て
も
互
い
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
し
、「
さ
れ
ば
、
こ
の

た
び
は
い
と
ま
を
給
は
り
て
、
娑
婆
に
罷ま
か
り
か
へ
り帰

て
、
妻
の
た
め
に
、
よ
ろ

づ
を
す
て
て
、
仏
経
を
書か
き

供く

養よ
う

し
て
、
弔
ひ
候
は
ん
」
と
い
う
結
論
を
導

い
て
い
る
。
相
手
の
主
張
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
主
張
が
相
手
に
と
っ
て

得
策
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
自
分
を
娑
婆
に
返
え
す
こ
と
を
主
張
す
る

と
い
う
広
貴
の
巧
み
な
言
い
回
し
の
論
理
に
読
者
の
興
趣
が
高
ま
る
。
こ

れ
は
、
西
尾
光
一
氏
が
指
摘
し
た
。「「
今
昔
」
と
「
宇
治
拾
遺
」
の
発
想

に
は
、
共
通
性
と
と
も
に
顕
著
な
異
質
性
が
あ
る
。「
今
昔
」
編
者
の
持
っ

て
い
た
あ
く
ま
で
も
貪
婪
な
、
探
求
的
・
蒐
集
的
意
欲
は
、「
宇
治
拾
遺
」
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に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。「
宇
治
拾
遺
」
の
説
話
は
、
事
件
中
心
と
い
う

よ
り
は
人
間
中
心
で
あ
り
、
編
者
の
眼
光
は
常
に
作
中
人
物
の
上
に
お
だ

や
か
に
そ
そ
が
れ
て
い
る
観
が
あ
る（

（2
（

」
に
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

ま
た
、
構
成
Ⅳ
の
波
線
部
の
広
貴
の
視
点
か
ら
の
描
写
並
び
に
広
貴
の

心
理
描
写
に
も
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
に
比
べ
詳
し
く
叙
述
さ
れ
て
い

る
。『
日
本
霊
異
記
』
で
は
、「
広
足
詔
を
受
け
て
、
闕
の
門
に
罷
り
至
り
、

即
ち
我
を
召
せ
る
人
を
知
ら
む
と
念お

欲も

ひ
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、『
宇

治
拾
遺
物
語
』
で
で
は
、
波
線
部
の
よ
う
に
広
貴
の
心
理
を
詳
し
く
叙
述

し
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
霊
異
記
』
で
「
我
更
に
還
り
て
白
さ
く
、『
御

名
を
知
ら
む
と
欲お
も

ふ
』と
ま
う
す
」と
あ
る
と
こ
ろ
を
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』

で
は

　
　

�

広
貴
、
申
や
う
、「
は
か
ら
ざ
る
に
御
恩
を
か
う
ぶ
り
て
、
帰
が
た

き
本
国
へ
帰
り
候
事
を
、
い
か
に
お
は
し
ま
す
人
の
仰
と
も
え
知
り

候
は
で
、
ま
か
り
帰
候
は
ん
事
の
、
き
は
め
て
い
ぶ
せ
く
、
口
惜
候

へ
ば
、
恐
な
が
ら
、
こ
れ
を
う
け
給
は
り
に
、
又
参
り
て
候
な
り
」

と
申
せ
ば
、

と
饒
舌
に
名
前
を
知
り
た
い
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
同
様
に
、『
日
本
霊

異
記
』
に
は
な
い
広
貴
の
心
理
描
写
が
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は

　
　

�

の
給
を
聞
き
て
、「
さ
は
、
炎
魔
王
と
申
は
地
蔵
に
こ
そ
お
は
し
ま

し
け
れ
。
此
菩
薩
に
仕
ら
ば
地
獄
の
苦
を
ば
ま
ぬ
か
る
べ
き
に
こ
そ

あ
ん
め
れ
」
と
思
ふ
程
に
、

と
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
話
の
趣
向
は
、『
今
昔
物
語
集
』

と『
宇
治
拾
遺
物
語
』を
比
較
さ
れ
た
小
峯
和
明
氏
が
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』

第
一
〇
八
話
と
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
七
の
類
話
を
題
材
に
「『
宇

治
拾
遺
物
語
』
は
終
始
、
女
の
視
点
か
ら
女
の
心
理
を
か
さ
ね
て
対
象
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
今
昔
物
語
集
』
は
淡
々
と
展
開
す

る（
（2
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
通
底
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
話
の
最
後
は
「
日
本
法
花
験
記
に
見
え
た
る
と
な
ん
」
で
結
ん
で
い

る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
説
話
の
末
尾
に
出
典
を
上
げ
て
い
る
説
話

が
三
話
あ
る
。他
の
二
話
は
、第
五
一
話「
御
集
に
あ
り
」、第
七
三
話「
往

生
伝
に
入
た
り
と
か
」で
あ
る
。春
田
氏
は
、「
御
集
」は『
一
条
摂
政
集
』、

「
往
生
伝
」
は
『
続
本
朝
往
生
伝
』
を
指
す
と
し
、
現
存
し
て
い
な
い
『
日

本
法
花
験
記
』
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る（

（2
（

。
た
だ
、「
見

え
た
る
と
な
ん
」
い
う
叙
述
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
編
者
が
実
際
に

は
そ
の
存
在
を
確
認
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
も
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
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『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
に
の
み
『
法
華
経
』
と
い
う
文
言
が
登
場
し

な
い
。
そ
れ
を
『
法
華
経
』
の
霊
験
譚
を
集
め
た
で
あ
ろ
う
『
法
花
験
記
』

と
名
の
つ
く
文
献
に
「
見
え
た
る
」
と
い
う
の
も
不
思
議
で
あ
る
。

　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
に
は
所
々
に
口
語
り
を
感
じ
さ
せ
る
叙
述

が
み
え
る
。
ま
た
、『
今
昔
物
語
集
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
比
較
す

る
際
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
と
本
話
を
み
た

時
に
も
あ
て
は
ま
る
。
本
話
は
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
を
『
宇
治
拾

遺
物
語
』
的
手
法
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
た
説
話
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
地
蔵
菩
薩
が
登
場
す
る
説
話
が
五
話

に
上
る
。
こ
れ
は
、
観
音
説
話
が
三
話
、
仏
が
登
場
す
る
説
話
が
三
話
で

る
こ
と
と
比
べ
多
い
と
い
え
る
。
本
話
の
地
蔵
説
話
は
、「
さ
は
、
炎
魔

王
と
申
は
地
蔵
に
こ
そ
お
は
し
ま
し
け
れ
。
此
菩
薩
に
仕
ら
ば
地
獄
の
苦

を
ば
ま
ぬ
か
る
べ
き
に
こ
そ
あ
ん
め
れ
」
と
い
う
叙
述
か
ら
、
地
蔵
と
地

獄
抜
苦
の
結
び
つ
き
が
読
み
取
れ
る
。
本
話
の
直
前
の
上
巻
八
二
「
山
横

川
賀
能
地
蔵
事
」
に
も
、
地
蔵
菩
薩
に
よ
っ
て
地
獄
か
ら
救
わ
れ
る
話
が

み
ら
れ
る
。
地
蔵
菩
薩
に
よ
る
地
獄
救
済
の
思
想
が
定
着
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
　
　

五
、『
藤
原
廣
足
縁
』
の
考
察

　

次
に
、『
藤
原
廣
足
縁
』 

に
つ
い
て
み
て
み
る
。
こ
の
説
草
の
成
立
は

鎌
倉
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
公
誉
に
つ
い
て
は
、
松
田
宣
史
氏
に
よ
る
と

「
公
誉
は
十
三
世
紀
の
後
半
に
活
躍
し
た
僧
で
あ
り
、『
藤
原
廣
足
縁
懐
妊
妻

死
別
炎
王
宮
訴
夫
事
夫
婦
事
』
は
公
誉
が
亡
妻
供
養
説
法
の
た
め
に
『
日
本
霊
異
記
』

に
往
生
を
付
加
し
て
作
っ
た
、
と
考
え
て
時
代
的
に
も
よ
さ
そ
う
で
あ

る（
（2
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
安
居
院
流
の
唱
導
書
『
言
泉
集
』
や
称
名
寺
蔵
『
観
音
利
益
集
』

な
ど
の
中
世
の
説
草
に
も
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
が
見
ら
れ
、
唱
導

に
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
が
活
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
伺
え
る
。『
言

泉
集
』
に
は
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
「
悪
逆
の
子
の
、
妻
を
愛
み
て
母
を

殺
す
さ
む
と
謀
り
、
現
報
に
悪
死
を
被
り
し
縁　

第
三
」
が
見
ら
れ
る
。

文
言
の
異
同
は
少
な
い
。『
観
音
利
益
集
』
に
は
、『
日
本
霊
異
記
』
の
中

の
観
音
説
話
が
数
話
見
ら
れ
る
が
、
簡
略
化
し
た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
『
藤
原
廣
足
縁
』
は
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
の
叙

述
と
同
じ
箇
所
、
削
除
さ
れ
た
箇
所
、
増
補
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、『
言

泉
集
』
や
『
観
音
利
益
集
』
と
は
異
な
る
『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
享
受

の
手
法
で
あ
る
。
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『
藤
原
廣
足
縁
』
の
冒
頭
は
『
日
本
霊
異
記
』
と
の
相
違
は
少
な
い
。

し
か
し
、『
日
本
霊
異
記
』
に
あ
る
廣
足
の
亡
く
な
っ
て
い
る
姿
態
に
関

す
る
叙
述
や
、
冥
界
ま
で
の
情
景
の
叙
述
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

廣
足
の
親
族
が
廣
足
の
死
を
悼
む
叙
述
と
、
廣
足
が
閻
魔
庁
で
閻
魔
王
に

申
し
開
き
を
す
る
際
に
述
べ
る
夫
婦
関
係
に
つ
い
て
の
叙
述
が
増
補
さ
れ

て
い
る
。

　
『
藤
原
廣
足
縁
』の
構
成
Ⅰ
の
波
線
部
に
は
広
足
が
亡
く
な
っ
た
後
、「
親

属
境
界
之
を
聞
き
、
面
々
馳
せ
集
ひ
て
悲
し
む
。
或
い
は
恩
愛
の
別
を
悲

し
む
。
父
有
り
、
母
も
有
り
。
或
い
は
連
枝
の
歎
き
を
忍
ぶ
。
兄
も
有
り
、

弟
も
有
り
。
生
死
限
り
有
る
習
な
れ
ば
、
各
悲
し
み
を
含
み
歎
き
を
懐
く
」

と
あ
る
。
広
足
の
父
母
、
兄
弟
を
登
場
さ
せ
、
肉
親
関
係
の
愛
情
を
示
す

「
恩
愛
」
や
、
兄
弟
を
示
す
「
連
枝
」
の
語
を
「
悲
恩
愛
之
別
」
と
「
忍

連
枝
之
歎
」
と
の
対
句
表
現
で
叙
述
し
て
い
る
。
人
の
亡
く
な
る
姿
を
克

明
に
表
現
す
る
よ
り
、
弔
う
側
の
嘆
き
悲
し
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

同
様
に
、
構
成
Ⅲ
の
廣
足
が
閻
魔
庁
で
述
べ
る
波
線
部
の
夫
婦
の
関
係

に
つ
い
て
も
「
夫
婦
蘭
菊
の
契
は
、
五
万
生
死
の
恩
愛
な
れ
ば
、
生
を
他

生
に
受
く
と
も
、
争
で
か
思
ひ
忘
れ
ん
」
と
、
親
愛
を
意
味
す
る
「
蘭
菊
」

と
い
う
語
彙（

（2
（

や
「
夫
婦
蘭
菊
之
契
」
と
「
五
万
生
死
恩
愛
」
と
字
句
を
整

え
な
が
ら
、
夫
婦
の
絆
の
強
さ
は
、
た
と
え
死
別
し
た
後
も
存
在
す
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
句
や
字
句
を
整
え
る
表
現
は
、
願
文
や

表
白
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
本
話
は
、
説
法
の
場
に
お
け
る
話
を
そ
の
ま

ま
写
し
た
趣
が
あ
る
。

　

次
の
本
話
の
特
徴
は
、
広
足
の
心
中
語
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
登
場
人

物
同
士
の
や
り
と
り
が
平
板
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。「
闕
忽
ち
汝
を
召
す
と
云
ふ
」と
い
う
叙
述
に
対
し
て
、「
設

へ
ば
炎
魔
廰
よ
り
召
し
の
候
け
る
こ
そ
心
な
し
」
で
あ
っ
た
り
、「
其
の

時
に
大
王
荒
聲
を
出
し
て
、
汝
が
後
に
立
て
る
人
之
れ
知
る
や
否
や
」
対

し
て
、「
知
ら
ざ
る
由
」
と
否
定
し
な
が
ら
、「
答
へ
畢
り
て
、
あ
や
し
さ

に
能
々
之
を
見
み
る
に
」
と
、
前
述
に
対
す
る
否
定
的
叙
述
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
の
趣
向
は
、『
日
本
霊
異
記
』
よ
り
も
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
に
近
く
、
こ
れ
は
口
語
り
の
一
つ
の
傾
向
の
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
本
話
で
は
広
足
が
蘇
生
す
る
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
然
る
に
我
が
子
を
懐
み
て
、
命
を
亡
す
、
歎
き
申
す
所
、
肝
に
染
め
て

悲
し
。
早
や
申
す
に
随
ひ
、
今
三
年
の
罪
苦
を
、
我
諸
共
に
受
く
べ
き
と

雖
ど
も
、
之
に
依
り
て
、
輪
廻
の
木
縄（

（2
（

を
絶
つ
べ
か
ら
ず
」
と
、「
輪
廻

の
絆
を
絶
つ
」
た
め
の
写
経
や
供
養
と
し
て
い
る
の
が
、
他
の
説
話
に
は

見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

本
話
は
『
日
本
霊
異
記
』
と
同
じ
叙
述
も
見
ら
れ
、『
日
本
霊
異
記
』
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の
説
話
を
参
照
し
な
が
ら
構
成
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
上
で
、『
宇

治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
が
持
つ
口
語
り
の
傾
向
も
あ
る
。
一
方
、
本
話
で

増
補
さ
れ
た
叙
述
は
、
広
足
の
死
を
悼
む
親
族
や
夫
婦
の
契
り
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
の
文
体
に
は
「
願
文
」
や
「
表
白
」
の
レ
ト
リ
ッ

ク
と
し
て
よ
く
み
ら
れ
る
対
句
表
現
が
み
ら
れ
る
。
松
田
氏
の
指
摘
す
る

「
亡
妻
供
養
説
法
」
と
し
て
の
機
能
か
ら
、
一
族
や
夫
婦
の
縁
を
強
調
し
、

弔
う
側
の
悲
し
み
を
誘
う
か
の
よ
う
な
叙
述
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
亡

妻
供
養
の
場
に
お
い
て
聞
く
親
族
の
情
に
響
く
叙
述
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
聞
く
側
の
者
に
と
っ
て
は
姿
態
や
情
景
に
関
す
る

叙
述
は
か
え
っ
て
無
用
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
供
養
の
場
で
『
日
本
霊
異
記
』

の
説
話
を
活
用
す
る
際
の
具
体
的
な
形
を
示
し
て
い
る
説
話
と
い
え
よ

う
。
一
方
で
、『
日
本
霊
異
記
』
と
同
様
に
地
蔵
と
地
獄
抜
苦
の
関
連
性

を
示
す
叙
述
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　

六
、『
霊
験
絵
詞
』
並
び
に
『
霊
験
記
』
説
話
の
考
察

　
『
霊
験
絵
詞
』
の
「
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
造
立
縁
起
事
」
の
末
尾
に
、
広

足
に
つ
い
て
の
叙
述
が
見
え
る
。『
霊
験
絵
詞
』
は
、「『
享
徳
二
年
癸
酉

四
月
廿
四
日
』（
一
四
五
三
）
に
在
来
の
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
」
を
筆

写
し
た
も
の
で
あ
り
、
詞
書
は
天
台
僧
頼
教
（
生
四
十
五
戒
二
十
九
）
が

原
本
の
仮
名
書
き
で
あ
っ
た
も
の
を
真
名
書
き
に
書
き
改
め
、
絵
図
は
禅

林
房
の
模
写
に
成
る（

（2
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
叙
述
が
見

え
る
。

　
　

�

彼
ノ
藤
原
ノ
廣
足
。
神
護
景
雲
二
年
ニ
。
炎
魔
王
宮
ニ
テ
御
名
ヲ
ハ

誰
ト
カ
可
キ
ト
レ
奉
レ
知
リ
申
ケ
レ
ハ
。
我
ヲ
ハ
汝
カ
國
ニ
ハ
地
藏

菩
薩
ト
ソ
云
ト
被
レ
シ
レ
仰
事
被
二
思
出
テ
一
侍
リ（

（3
（

。

こ
の
叙
述
に
つ
い
て
、春
田
宣
氏
は「『
霊
験
絵
詞
』の
記
事
は
ど
う
も『
霊

異
記
』
の
話
を
要
約
し
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
神
護

景
雲
二
年
」
と
い
う
年
と
、「
我
ヲ
ハ
汝
カ
国
ニ
ハ
地
蔵　
ト
ソ
云
」
と
い
う
記

事
の
共
通
な
こ
と
で
あ
る
。
他
の
『
宇
治
拾
遺
』
と
『
霊
験
記
』
と
の
伝

承
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い（

（3
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
、『
日
本
霊
異
記
』
と
『
藤
原
廣
足
縁
』
の
該
当
箇
所
を
上

げ
て
み
る
。

　
『
日
本
霊
異
記
』

　
　

�『
欲
知
御
名
』。
爰
告
、『
欲
知
我
、
我
閻
羅
王
、
汝
国
称
地
蔵
菩
薩
、

是
也
』。

　
『
藤
原
廣
足
縁
」
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�
抑
御
名
ヲ
ハ
誰
ト
申
カ
ト
奉
ケ
レ
ハ
問
、
我
是
炎
魔
也
。
汝
國
ニ
ハ
稱
地
蔵
菩

薩
ト

一
是
也
。

　

三
者
を
比
較
す
る
と
、『
霊
験
絵
詞
』
は
『
日
本
霊
異
記
』
よ
り
『
藤

原
廣
足
縁
』
に
近
い
と
も
見
え
る
。

　

次
に
、『
霊
験
記
』
巻
六　

二
十
「
藤
原
廣
足
事
」
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。
現
存
す
る
『
霊
験
記
』
に
つ
い
て
、
渡
浩
一
氏
が
、
古
代
末
の
実

睿
の
手
に
よ
っ
て
二
巻
ま
た
は
三
巻
の
漢
文
体
の
地
蔵
説
話
集
と
し
て
成

立
し
、
そ
の
後
中
世
に
お
い
て
、
和
訳
・
改
訂
・
増
補
さ
れ
、
近
世
前
期

に
、
三
井
寺
の
僧
良
観
が
さ
ら
に
大
幅
な
増
補
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
、
巻
四
以
降
を
良
観
続
編
と
す
る
一
四
巻
本
と
し
て
、
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
に
出
版
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。

　

確
か
に
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
に
対
し
て
『
霊
験
記
』
の
説
話
で

は
増
補
さ
れ
た
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
本
説
話
と
『
日
本
霊
異

記
』、『
宇
治
拾
遺
物
語
』、『
藤
原
廣
足
縁
』
と
比
較
す
る
と
、
構
成
Ⅱ
の

中
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
や
『
藤
原
廣
足
縁
』
に
は
な
い
、
冥
界
に
向
か

う
ま
で
の
叙
述
は
、『
日
本
霊
異
記
』
に
近
い
。
ま
た
、
構
成
Ⅳ
に
あ
た

る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
な
い
炎
魔
の
庁
か
ら
廣
足
が
戻
る
際
に
地
蔵

菩
薩
が
廣
足
の
頂
を
撫
で
る
叙
述
が
、『
藤
原
廣
足
縁
』
よ
り
も
『
日
本

霊
異
記
』
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、『
霊
験
記
』
は
『
日
本
霊
異
記
』
の

説
話
を
下
地
に
増
補
改
変
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、『
霊
験
記
』で
増
補
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。ま
ず
、

構
成
Ⅰ
の
波
線
部
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
廣
足
の
妻
に
つ
い
て
や
、
そ
の

妻
の
死
を
悼
み
後
生
を
弔
う
廣
足
の
姿
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

他
の
説
話
に
は
見
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
る
。『
霊
験
記
』
の
段
階
で
増
補

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
増
補
の
傾
向
は
、『
霊
験
記
』と『
今

昔
物
語
集
』
と
の
類
話
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
例
を
挙

げ
る
と
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
七　
「
沙し
や

門も
ん

蔵ぞ
う

念ね
ん

世よ
に
ぢ

称ざ
う
の

地へ
ん
ぐ
ゑ
と蔵

変な
つ
く
る化

語こ
と

第
八
」
に
お
い
て

　
　

�　

今
昔
、
陸
奥
ノ
国
ノ
国
府
ニ
、
小
松
寺
ト
云
フ
寺
有
リ
。
中な
か

比ご
ろ

一

ノ
沙
弥
有
テ
其
ノ
寺
ニ
住
ス
。
名
ヲ
バ
蔵
念
ト
云
フ
。
此
レ
ハ
平
ノ

将
門
ガ
孫
良
門
ガ
子
也
。
彼
ノ
良
門
ハ
金
泥
ノ
大
般
若
経
一
部
ヲ
書

写
供
養
セ
ル
者
也
。
此
ノ
沙
弥
月
ノ
二に
じ
ゆ
う
し

十
四
日に
ち

ニ
生
タ
ル
故
ニ
、
父ぶ

母も

有
テ
、
地
蔵
菩
薩
ニ
寄
テ
蔵
念
ト
ハ
云
也
。

と
あ
る
と
こ
ろ
を
、『
霊
験
記
』巻
二　

七「
奧
州
小
松
寺
蔵
明
事
」で
は
、

　
　

�　

奧
州
小
松
寺
ニ
蔵
念
房
ト
白
ス
沙
弥
ア
リ
。
是
ハ
良
門
ノ
苗び
よ
う
え
い裔

ナ
リ
。
抑
〳
〵
此
ノ
良
門
ト
申
ス
ハ
金
泥
ノ
大
般
若
経
ヲ
書
写
シ
供
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養
シ
タ
リ
シ
人
ナ
リ
。
業
ノ
所
レ
招
一
子
ノ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
哀
シ
ミ
、

諸
ノ
佛
神
ニ
祈き

ぐ求
シ
申
シ
ケ
ル
。
一あ

る
と
き時

妻
女
ノ
夢
ニ
小
僧
来
リ
テ
宿

ヲ
仮
リ
玉
フ
。吾
ハ
是
レ
地
蔵
菩
薩
ナ
リ
。且し

ば
ら

ク
ト
ノ
玉
フ
ホ
ド
ニ
、

ア
マ
リ
ノ
喜う

れ
し

サ
ニ
懐
ヲ
開
キ
テ
待ま

つ

ト
思
ヘ
バ
夢
覚
テ
頓や

が

テ
孕
給
フ
。

月
ノ
廿
四
日
ニ
當
リ
テ
出し
ゆ
つ
た
い胎
シ
玉
ヘ
バ
、
父
母
ト
モ
ニ
感
ア
ル
コ

ト
ヲ
思
テ
蔵
念
ト
ゾ
号
シ
ケ
ル
。

と
波
線
部
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
説
話
に
は
、
構
成
Ⅳ
に
新
た
な
説
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
概
要
は
、「
過
去
に
お
い
て
人
の
妻
で
あ
っ
た
時
、
夫
が
他
の
女
性

を
身
ご
も
ら
せ
、
そ
の
身
ご
も
っ
た
女
性
を
愛
お
し
む
よ
う
に
な
る
と
、

妬
む
心
が
生
じ
、
身
ご
も
っ
た
女
と
お
腹
の
子
を
と
も
に
毒
殺
し
た
。
そ

の
罪
に
よ
っ
て
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
五
劫
に
も
渡
っ
た
。
人
と
し
て
生
ま

れ
て
も
難
産
の
た
め
死
ぬ
こ
と
七
十
六
度
で
あ
る
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
説
話
は
、
九
八
五
年
こ
ろ
成
立
し
、
十
一
世
紀
に
成
立
し
た
我
が

国
の
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

常
謹
選
『
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
』
所
収
の
「
大
周
尚
書
伯
悦
為
妻
造
地
蔵

菩
薩
感
通
記
第
十
八
」に
類
似
し
て
い
る
。な
お
、『
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
』

の
本
説
話
は
、『
言
泉
集
』
に
も
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
、『
霊
験
記
』
で

は
「
地
獄
ニ
入
ル
コ
ト
五
劫
。
タ
マ
〳
〵
人
中
ニ
生
ヲ
受
ケ
ヌ
レ
バ
、
女

人
ト
ナ
リ
テ
難
産
ノ
タ
メ
ニ
死
ヲ
イ
タ
ス
事
七
十
六
度
ナ
リ
」
と
あ
る
と

こ
ろ
が
『
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
』
で
は
「
以
是
因
故
堕
無
間
。
六
劫
還
生

人
間
。
為
産
死
五
十
七
返
。」
と
あ
る
。『
言
泉
集
』
も
「
六
劫
」「
五
十
七

反
」
と
あ
る
。
と
も
に
『
霊
験
記
』
と
は
数
が
異
な
る
。
た
だ
し
、『
霊

験
記
』に
お
け
る
中
国
の
説
話
享
受
に
つ
い
て
は
、他
に
も
指
摘
で
き
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
七
「
依ゆ
め
の
つ
げ
に
よ
り
て

夢
告
従ひ
じ

泥の
な
か
よ
り中

堀ぢ
ざ
う
を出

地ほ
り
い
だ
す蔵

語こ
と

第
五
」
の

類
話
で
あ
る
『
霊
験
記
』
巻
一　

二
「
奧
州
平
孝
義
之
郎
従
地
蔵
ノ
像
ヲ

掘
出
シ
奉
ル
事
」
に
も
、『
今
昔
物
語
集
』
に
は
見
え
な
い

　
　

�「
冥
祥
記
ニ
見
ヘ
タ
リ
。
志
シ
ア
ラ
ン
輩
ハ
是
ノ
如
キ
事
跡
ヲ
見
テ

怖
畏
ノ
念
ヲ
成
シ
、
藤
次
ガ
迹
ヲ
慕
ヒ
玉
フ
ベ
シ
」

と
い
う
叙
述
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、『
霊
験
記
』
の
成
立
に
お
い
て
中
国

に
お
け
る
説
話
も
網
羅
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
が
『
霊
験
記
』
の
成
立
の
ど
の
段
階
で
増
補
さ
れ
た
か
は
明
確

で
は
な
い
が
、『
霊
験
記
』
に
は
本
の
説
話
を
そ
の
ま
ま
享
受
す
る
と
い

う
姿
勢
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
る
。

　

構
成
Ⅴ
の
本
説
話
の
最
後
に
「
此
事
日
本
記
ニ
モ
見
ヘ
侍
ル
ナ
リ
。
人

口
ニ
ア
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、子
細
ヲ
述
ル
ニ
ヲ
ヨ
バ
ズ
」と
あ
る
。「
日
本
紀
」

と
叙
述
は
、『
霊
験
記
』
に
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
巻
六　

九
「
富
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士
大
宮
司
霊
験
ヲ
得
ル
事
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
日や

ま
と本
記ふ
み

ニ
モ
見
ヘ
タ
リ
。

信
ズ
ベ
シ
。
慎
ム
ベ
シ
」
と
あ
る
。
こ
の
説
話
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻

十
七
「
駿
河
国
富
士
神
主
帰ぢ
ざ
う
を依

地き
え
す
る蔵

語こ
と

第
十
一
」
の
類
話
で
あ
る
。『
霊

験
記
』
に
お
い
て
「
日
本
記
」
と
は
「
日
本
の
文
献
」
と
い
う
意
味
合
い

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
改
変
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
廣
足
が
亡
く
な
っ
た
年

を
『
日
本
霊
異
記
』
で
は
「
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
年
）
二
月
十
七
日
」

と
あ
る
の
を
、『
霊
験
記
』
で
は
「
天
平
寶
字
二
年
（
七
五
八
年
）
八
月

廿
七
日
」
と
し
て
い
る
。「
天
平
寶
字
二
年
（
七
五
八
年
）
八
月
」
は
称

徳
天
皇
が
退
位
し
淳
仁
天
皇
に
譲
位
し
た
年
月
で
あ
る
。
廣
足
の
出
家
を

許
容
し
な
か
っ
た
皇
帝
が
許
す
契
機
と
し
て
天
皇
の
退
位
を
想
定
し
、
そ

の
年
月
を
『
霊
験
記
』
は
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、『
今
昔

物
語
集
』
と
『
霊
験
記
』
の
類
話
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
今
昔
物
語
集
』

で
は
「
今
ハ
昔
」
と
あ
る
も
の
を
『
霊
験
記
』
で
は
独
自
の
年
号
表
記
が

さ
れ
て
い
る
も
の
が
数
話
に
及
ぶ
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
年
月
日
の
表

記
に
対
し
て
、『
霊
験
記
』
は
先
行
す
る
説
話
に
対
し
て
独
自
の
解
釈
を

し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
廣
足
の
妻
が
地
獄
に
落
ち
た
理
由
を
、「
汝
ガ
子
ヲ
妊は
ら

ミ
臨
産

ノ
ト
キ
、
邪
気
ノ
為
ニ
命
ヲ
失
フ
事
我
一
人
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
子
モ
亦
タ

然
ナ
リ
。
此
ノ
罪
ノ
苦
シ
ミ
六
年
ノ
間
受
ク
ベ
シ
」
と
、
死
産
に
対
す
る

罪
と
明
記
し
て
い
る
の
も
『
霊
験
記
』
だ
け
で
あ
る
。

　
『
霊
験
記
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
三
一
の
類
話
が
あ
る
。『
今
昔
物

語
集
』
の
説
話
と
『
霊
験
記
』
の
説
話
を
比
較
す
る
と
、
各
類
話
に
お
い

て
多
寡
は
あ
る
も
の
の
『
霊
験
記
』
の
説
話
の
方
が
多
く
の
文
言
が
費
や

さ
れ
、
そ
れ
は
地
蔵
の
霊
験
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
本
話
で

は
、
冒
頭
に
廣
足
の
妻
や
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
廣
足
の
嘆

き
、
供
養
の
様
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
説
話
の
妻
の

供
養
を
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
内
容
と
異
な
る
。
亡
妻
の
供
養
を
し
て

き
た
廣
足
が
地
獄
に
召
し
出
さ
れ
た
理
由
を
本
説
話
で
は
、
妻
の
こ
の
よ

う
な
境
遇
に
到
る
因
縁
を
地
蔵
菩
薩
が
述
べ
た
後
に
「
此
ノ
事
ヲ
知
シ
メ

ン
ガ
タ
メ
ニ
汝
ヲ
カ
リ
ニ
召
寄
タ
リ
ト
ゾ
。
汝
娑
婆
ニ
皈
リ
テ
、
信
誠
ニ

地
蔵
ヲ
念
ジ
タ
テ
マ
ツ
リ
、
次
ニ
法
華
般
若
ヲ
書
写
シ
申
セ
ヨ
」
と
続
け

る
。
す
る
と
、
妻
の
供
養
を
行
っ
た
と
い
う
叙
述
は
、
他
の
説
話
を
挿
入

す
る
こ
と
に
よ
る
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

七
、
ま
と
め

　

以
上
の
説
話
群
の
関
係
性
を
考
え
て
み
る
と
、『
日
本
霊
異
記
』
と
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
は
直
接
の
書
承
関
係
は
伺
え
ず
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は

そ
れ
の
持
つ
手
法
―
『
今
昔
物
語
集
』
の
説
話
の
享
受
の
手
法
―
で
、『
日
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本
霊
異
記
』
の
説
話
を
享
受
し
て
い
る
。『
藤
原
廣
足
縁
』
は
、『
日
本
霊

異
記
』
の
叙
述
と
同
じ
箇
所
が
あ
り
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
を
参
照

し
な
が
ら
再
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
霊
験
記
』
は
、『
宇
治
拾
遺
物

語
』
や
『
藤
原
廣
足
縁
』
よ
り
も
『
日
本
霊
異
記
』
の
叙
述
に
近
い
が
、

こ
れ
も
『
霊
験
記
』
の
持
つ
手
法
で
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
を
享
受
し

た
と
い
え
よ
う
。

　

叙
述
面
で
比
較
す
る
と
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
は
、
人
物
の
姿
態

や
情
景
の
描
写
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
、
本
説
話
ば
か
り
で
は
な
く
『
日

本
霊
異
記
』
の
他
の
説
話
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
人
物
の
姿
態

や
情
景
に
関
す
る
叙
述
は
、『
日
本
霊
異
記
』
の
年
月
日
、
登
場
人
物
名
、

地
名
が
詳
細
で
あ
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
む
し
ろ
そ
こ
に
、
編
者
景
戒
の
意
図
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
る
。
説

話
が
単
な
る
例
え
話
と
し
て
で
は
な
く
、
現
実
に
あ
っ
た
話
と
し
て
、『
日

本
霊
異
記
』
を
読
む
者
に
提
示
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ
る
。
そ
の
説
話

の
叙
述
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
注
目
す
る
時
、
我
々
は
『
日
本
霊
異
記
』
に

『
日
本
書
紀
』
に
も
み
え
る
文
芸
性
、
文
学
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
は
、
死
後
の
苦
し
み
や
肉
親
の
死
に
対
す

る
悲
し
み
は
希
薄
に
な
り
、む
し
ろ
会
話
に
注
目
さ
れ
る
。そ
こ
に
は『
宇

治
拾
遺
物
語
』
全
体
が
持
つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
性
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
対
極
に
あ
る
の
が
『
藤
原
廣
足
縁
』
で
あ
る
。
家
族
の
死
に
直
面

し
た
者
の
悲
し
み
を
強
調
し
、
こ
の
話
を
聴
く
、
親
族
の
死
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
る
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
泣
か
ず
に
は
お
れ
な
い
ま
で
の
叙

述
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
霊
験
記
』
は
人
物
の
姿
態
や
情
景
よ
り
む
し
ろ
、
状
況
に
つ
い
て
の

叙
述
に
筆
を
費
や
し
て
い
る
。
ま
た
、
説
話
の
中
に
別
の
説
話
を
挿
入
す

る
入
り
子
型
の
構
造
に
す
る
こ
と
で
説
話
を
複
雑
化
し
、
語
り
物
で
は
な

く
読
み
物
と
し
て
の
話
に
仕
上
げ
て
い
る
。
ま
た
他
の
説
話
を
挿
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
蔵
菩
薩
の
地
獄
抜
苦
の
役
割
ば
か
り
で
な
く
、
人
々
を

教
導
す
る
役
割
を
強
調
す
る
説
話
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
地
蔵
信
仰
の
視
点
か
ら
各
説
話
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。『
日

本
霊
異
記
』
は
地
獄
抜
苦
の
菩
薩
と
い
う
信
仰
は
伺
え
な
い
が
、
冥
界
と

地
蔵
菩
薩
は
示
す
説
話
と
言
え
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
な
る
と
、
観

音
信
仰
と
同
様
に
地
蔵
信
仰
が
人
々
の
中
に
浸
透
し
、
地
獄
抜
苦
の
菩
薩

と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。『
藤
原
廣
足
縁
』
に
お
け

る
地
蔵
菩
薩
は
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
を
踏
襲
し
た
た
め
か
地
蔵
菩

薩
の
地
獄
抜
苦
の
面
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、『
霊
験
記
』

で
は
地
蔵
菩
薩
の
地
獄
抜
苦
ば
か
り
で
な
く
、
人
々
の
教
導
と
い
う
要
素

も
加
わ
っ
て
く
る
。
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以
上
見
て
き
た
説
話
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
集
の
編
者
の
体
を
通
し
て

形
作
ら
れ
た
話
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
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岩
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史
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仏
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史
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国
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八
十
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号
平
成
二
十
六
年
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月
）

（
7
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本
文
の
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用
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中
田
祝
夫
編
『
日
本
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異
記
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日
本
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文
学
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和
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史
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縁
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11
）
小
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保
治
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平
成
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年
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）
六
頁

（
12
）�

霧
林
宏
道
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略
記
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に
お
け
る
『
日
本
霊
異
記
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説
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の
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雑
誌
』
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平
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十
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。
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條
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古
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文
学
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釈
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五
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九
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）
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頁
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）
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二
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小
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昔
物
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古
典
文
学
体
系
二
十
七
巻
岩
波

書
店
昭
和
三
十
七
年
九
月
）「
解
説
」
二
二
頁

（
24
）
小
峯
和
明
（
前
掲
論
文
）
一
六
二
頁

（
25
）
春
田　

宣
（
前
掲
論
文
）
二
七
八
頁

（
26
）
松
田
宣
史
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台
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説
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泉
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『
宝
物
集
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新
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本
古
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文
学
大
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四
十
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岩
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平
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八
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四
月
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と
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集
一
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親
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な
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う
意
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指
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あ
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。

（
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縄
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づ
な
」
と
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読
し
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が
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縄
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つ
い
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縁
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よ
り
は
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縄
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古
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。
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古
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